
　
放
置
さ
れ
た
ス
ギ
や
ヒ
ノ

キ
の
民
有
林
の
手
入
れ
に
国

や
自
治
体
が
本
腰
を
入
れ
始

め
た
。
九
州
７
県
は
森
林
環

境
税
を
創
設
し
、
立
地
が
悪

い
場
所
を
中
心
に
、
手
間
が

か
か
り
に
く
い
ブ
ナ
な
ど
の

自
然
林
に
戻
す
事
業
に
も
取

り
組
ん
で
い
る
。
国
も
森
林

保
全
に
向
け
た
新
税
導
入
を

検
討
。
全
国
の
人
工
林
の
３

分
の
１
程
度
を
将
来
的
に
広

葉
樹
林
に
戻
す
構
想
を
描

く
。
福
岡
県
は
20
08
～
14
年

度
の
調
査
で
、
県
内
の
人
工

林
の
半
分
超
の
６
万
８
千

ヘ

ク
タ
ー
ル
は
林
道
か
ら
遠
か

っ
た
り
、
急
斜
面
で
木
材
の

切
り
出
し
が
困
難
だ
っ
た
り

す
る
地
域
で
、
手
入
れ
に
多

額
の
経
費
が
か
か
る
と
推

定
。
ス
ギ
の
木
材
価
格
は
こ

の
15
年
で
約
４
割
下
落
し
て

お
り
、
林
業
経
営
が
厳
し
く

な
っ
て
い
る
と
推
測
す
る
。

　

（中
略
）
　
７
月
の
九
州

豪
雨
で
は
、
山
林
の
保
水
力

を
超
え
る
雨
が
降
り
、
大
量

の
流
木
が
発
生
。
林
野
庁
は

「人
工
林
の
荒
廃
と
の
関
係

性
は
な
い
」
と
し
て
い
る
。

た
だ
九
州
の
民
有
林
の
う

ち
、
大
半
を
占
め
る
ス
ギ
と

ヒ
ノ
キ
の
約
７
割
は
樹
齢
40

年
以
上
で
、
九
州
大
大
学
院

の
久
保
田
哲
也
教
授

（森
林

保
全
学
）
は

「傾
斜
30
度
以

上
で
、
土
の
層
が
50
c
m
程

度
と
薄
け
れ
ば
、
樹
齢
40
年

以
上
の
木
が
生
え
て
い
る
方

が
、
風
雨
や
地
震
で
崩
れ
や

す
い
」
と
指
摘
す
る
。

　
豪
雨
で
３
人
が
犠
牲
に
な

り
、
住
家
約
１
５
０
戸
に
被

害
が
出
た
東
峰
村
。
来
年
３

月
ま
で
の
復
興
計
画
策
定

へ

向
け
て
村
民
の
声
を
反
映
さ

せ
る
４
地
区
ご
と
の

「地
域

住
民
協
議
会
」
は
10
月
下
旬
、

そ
れ
ぞ
れ
の
第
１
回
協
議
会

が
終
わ
っ
た
。
東
峰
村
は
「全

住
民
参
加
」
を
目
指
す
の
が

特
徴
だ
。
第
１
回
協
議
会
に

は
４
地
区
で
合
計
２
１
８
人

が
参
加
し
た
。
村
の
人
口
約

21
90
人
の
10
人
に
１
人
に
当

た
る
。

　
朝
倉
市
も
、
８
地
区
に
同

じ
よ
う
な
住
民
意
見
を
拾
い

上
げ
る
協
議
会
を
発
足
さ
せ

た
が
、
参
加
住
民
は
代
表
の

20
人
前
後
に
限
ら
れ
て

い

る
。

　
東
峰
村
の
協
議
会
は
最
初

か
ら
、
テ
ー
ブ
ル
に
置
い
た

各
地
区
の
空
撮
写
真
に
住
民

が
意
見
を
書
き
込
む
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
方
式
。
こ
の
う
ち

福
井
地
区
の
協
議
会
で
は

「砂
防
ダ
ム
を
造
っ
て
も
ら

い
た
い
」

「Ｊ
Ｒ
日
田
彦
山

線

の
復
旧
を
急
い
で
ほ
し

い
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
意
見

が
出
さ
れ
、
住
民
は
意
見
を

書
い
た
紙
を
写
真
に
貼
っ
て

情
報
を
整
理
し
た
。
第
２
回

協
議
会
は
11
月
下
旬
か
ら
12

月
上
旬
に
か
け
て
「５
年
後
・

将
来
の
村
や
地
域
の
姿
」
を

テ
ー
マ
に
開
か
れ
る
。
村
民

の
声
が
具
体
的
に
ま
と
め
ら

れ
て
い
く
の
は
こ
れ
か
ら

だ
。

　
朝
倉
市
の
松
末
（ま
す
え
）

地
区
も
豪
雨
で
多
く
の
犠
牲

者
が
出
た
。
そ
の
中
で
乙
石

川
流
域
に
あ
る
石
詰
、中
村
、

乙
石
３
集
落
の
住
民
が
10
月

か
ら
自
主
的
に
始
め
た
集
会

で
は
、
回
を
増
す
ご
と
に
復

興
案
が
具
体
性
を
増
し
た
。

山
深
い
谷
あ
い
に
計
約
40
世

帯
が
暮
ら
し
て
い
た
３
集

落
。
家
と
農
地
が
流
さ
れ
、

ほ
ぼ
す
べ
て
の
住
民
が
仮
設

住
宅
や
み
な
し
仮
設
住
宅
な

ど
に
避
難
し
て
い
る
が
、
集

会
に
は
多
く
の
住
民
が
集
ま

り
、
議
論
は
熱
を
帯
び
た
。

　
10
月
22
日
に
あ
っ
た
石
詰

集
落
の
第
２
回
集
会
。
九
州

大
教
授
ら
も
支
援
し
、
テ
ー

ブ
ル
に
置
い
た
集
落
の
空
撮

写
真
に
、
住
民
た
ち
が
考
え

た

「未
来
図
」
を
描
き
込
み

な
が
ら
ア
イ
デ
ア
が
飛
び
交

っ
た
。

「川
の
流
れ
は
こ
っ

ち
が
い
い
」

「こ
の
付
近
の

高
い
所
を
削
っ
て
、
み
ん
な

で
住
め
る
宅
地
を
造

っ
た

ら
」
「農
地
が
な
い
と
将
来
、

若
い
人
が
住
み
た
い
地
域
に

な
ら
ん
ぞ
」

　
不
安
は
あ
る
。
土
地
な
ど

の
権
利
関
係
は
棚
上
げ
し
て

い
る
し
、
高
齢
者
も
多
い
地

域
で
家
や
農
地
を
造
り
直
し

た
と
し
て
、
個
人
負
担
は
ど

の
く
ら
い
必
要
な
の
か
。
そ

れ
で
も
、
語
り
合
う
住
民
た

ち
は
笑
顔
を
見
せ
た
。

　
３
集
落
は
同
29
日
、
合
同

の
集
会
を
開
催
。
空
撮
写
真

上
の
未
来
図
を
並
べ
合

っ

た
。
市
の
復
興
計
画

へ
反
映

さ
せ
た
い
３
集
落
の
案
の
一

つ
が
形
に
な
っ
た
。

「豪
雨

に
よ
る
被
害
で
苦
し
ん
で
い

る
今
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
ん
な

未
来

へ
の
青
写
真
が
ほ
し
い

ん
で
す
よ
」
。
前

へ
進
む
た

め
の
元
気
の
も
と
を
、
住
民

た
ち
は
求
め
て
い
る
。
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習
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：
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榎
）
地
区
平
榎
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民
館

　
流
木
や
岩
、
土
砂
を
含
む

濁
流
で
、
朝
倉
市
杷
木
志
波

地
区
は
全
壊
27
世
帯
、
大
規

模
半
壊
４
世
帯
、
半
壊
20
世

帯
の
甚
大
な
被
害
を
受

け

た
。
中
で
も
４
人
が
犠
牲
と

な
っ
た
道
目
木
集
落
は
壊
滅

状
態
と
な
り
、
隣
の
平
榎
集

落
で
も
家
屋
が
い
く
つ
も
流

さ
れ
た
。

「安
全
が
確
保
さ

れ
れ
ば
帰
り
た
い
。
し
か
し

…
」
。
住
民
は
集
団
移
転
も

視
野
に
協
議
を
進
め
て

い

る
。

　

「自
宅
が
あ
っ
た
場
所
は

今
も
川
の
中
で
す
よ
」
。
10

月
13
日
夜
、
志
波
小
体
育
館

で
市
が
開
い
た
最
初
の

「地

区
別
復
旧

・
復
興
推
進
協
議

会
」
。
住
ま
い
や
生
活
の
糧

だ
っ
た
農
地
を
失
っ
た
住
民

が
悲
痛
な
声
を
上
げ
た
。

　
道
目
木
集
落
の
上
流

に

は
、
災
害
か
ら
４
カ
月
が
た

っ
て
も
、
手
付
か
ず
の
流
木

や
大
き
な
岩
が
残
る
。
災
害

直
後
の
意
向
調
査
で
は
９
割

が
集
団
移
転
を
望
ん
だ
。
住

民
代
表
の
坂
本
茂
代
さ

ん

（60
）
は

「ば
あ
ち
ゃ
ん
に
、

こ
れ
だ
け
は
聞
い
て
き
て
く

れ
と
頼
ま
れ
た
。
生
き
て
い

る
間
に
住
め
る
よ
う
に
な
る

の
か
。
集
団
移
転
は
で
き
る

の
か
」
。

　
河
川
改
修
、
道
路
復
旧
、

砂
防
ダ
ム
建
設
、
の
り
面
補

強
、
宅
地
造
成
…
。
集
落
の

復
旧
に
は
費
用
が
か
さ
み
、

何
年
か
か
る
の
か
分
か
ら
な

い
。
平
榎
集
落
の

日
野
博
さ
ん
（53
）

は

「集
団
移
転
の

用
地
を
確
保
し
、

元
の
土
地
建
物
の

移
転
補
償
を
充
実

さ
せ
て
は
ど
う

か
。
費
用
も
時
間

も
節
約
で
き
、
住

民
の
安
全
も
確
保

で
き
る
」
と
提
案

し
た
。
国
の
防
災

集
団
移
転
事
業
は

原
則
「10
戸
以
上
」

が
対
象
で
、
実
現

に
は
地
域
の
ま
と

ま
り
が
重
要
。

松
末 

復
興
か
わ
ら
版

松
末 

復
興
か
わ
ら
版

松
末 

復
興
か
わ
ら
版

松
末 

復
興
か
わ
ら
版

松
末 

復
興
か
わ
ら
版

松
末 

復
興
か
わ
ら
版

松
末 

復
興
か
わ
ら
版

松
末 

復
興
か
わ
ら
版

松
末 

復
興
か
わ
ら
版

松
末 

復
興
か
わ
ら
版

松
末 

復
興
か
わ
ら
版

松
末 

復
興
か
わ
ら
版

松
末 

復
興
か
わ
ら
版

松
末 

復
興
か
わ
ら
版

松
末 

復
興
か
わ
ら
版

松
末 

復
興
か
わ
ら
版

松
末 

復
興
か
わ
ら
版

松
末 

復
興
か
わ
ら
版

松
末 

復
興
か
わ
ら
版

松
末 

復
興
か
わ
ら
版

松
末 

復
興
か
わ
ら
版

松
末 

復
興
か
わ
ら
版

松
末 

復
興
か
わ
ら
版

松
末 

復
興
か
わ
ら
版

松
末 

復
興
か
わ
ら
版

松
末 

復
興
か
わ
ら
版

松
末 

復
興
か
わ
ら
版

松
末 

復
興
か
わ
ら
版

松
末 

復
興
か
わ
ら
版

松
末 

復
興
か
わ
ら
版

松
末 

復
興
か
わ
ら
版

松
末 

復
興
か
わ
ら
版

松
末 

復
興
か
わ
ら
版

松
末 

復
興
か
わ
ら
版

松
末 

復
興
か
わ
ら
版

松
末 

復
興
か
わ
ら
版

松
末 

復
興
か
わ
ら
版

松
末 

復
興
か
わ
ら
版

松
末 

復
興
か
わ
ら
版

松
末 

復
興
か
わ
ら
版

松
末 

復
興
か
わ
ら
版

松
末 

復
興
か
わ
ら
版

松
末 

復
興
か
わ
ら
版

松
末 

復
興
か
わ
ら
版

松
末 

復
興
か
わ
ら
版

松
末 

復
興
か
わ
ら
版

松
末 

復
興
か
わ
ら
版

松
末 

復
興
か
わ
ら
版

松
末 

復
興
か
わ
ら
版

松
末 

復
興
か
わ
ら
版

松
末 

復
興
か
わ
ら
版

松
末 

復
興
か
わ
ら
版

松
末 

復
興
か
わ
ら
版

松
末 

復
興
か
わ
ら
版

松
末 

復
興
か
わ
ら
版

松
末 

復
興
か
わ
ら
版

松
末 

復
興
か
わ
ら
版

松
末 

復
興
か
わ
ら
版

松
末 

復
興
か
わ
ら
版

松
末 

復
興
か
わ
ら
版

松
末 

復
興
か
わ
ら
版

松
末 

復
興
か
わ
ら
版

松
末 

復
興
か
わ
ら
版

松
末 

復
興
か
わ
ら
版

松
末 

復
興
か
わ
ら
版

松
末 

復
興
か
わ
ら
版

松
末 

復
興
か
わ
ら
版

松
末 

復
興
か
わ
ら
版

松
末 

復
興
か
わ
ら
版

松
末 

復
興
か
わ
ら
版

松
末 

復
興
か
わ
ら
版

松
末 

復
興
か
わ
ら
版

松
末 

復
興
か
わ
ら
版

松
末 

復
興
か
わ
ら
版

松
末 

復
興
か
わ
ら
版

松
末 

復
興
か
わ
ら
版

松
末 

復
興
か
わ
ら
版

松
末 

復
興
か
わ
ら
版

松
末 

復
興
か
わ
ら
版

松
末 

復
興
か
わ
ら
版

松
末 

復
興
か
わ
ら
版

朝倉市朝倉市朝倉市朝倉市朝倉市朝倉市朝倉市朝倉市朝倉市朝倉市朝倉市朝倉市朝倉市朝倉市朝倉市朝倉市朝倉市朝倉市朝倉市朝倉市朝倉市朝倉市朝倉市朝倉市朝倉市朝倉市朝倉市朝倉市朝倉市朝倉市朝倉市朝倉市朝倉市朝倉市朝倉市朝倉市朝倉市朝倉市朝倉市朝倉市朝倉市朝倉市朝倉市朝倉市朝倉市朝倉市朝倉市朝倉市朝倉市

ますえますえますえますえますえますえますえますえますえますえますえますえますえますえますえますえますえますえますえますえますえますえますえますえますえ

地
区
別
協
議
会

地
区
別
協
議
会

地
区
別
協
議
会

地
区
別
協
議
会

地
区
別
協
議
会

地
区
別
協
議
会

地
区
別
協
議
会

地
区
別
協
議
会

地
区
別
協
議
会

地
区
別
協
議
会

地
区
別
協
議
会

地
区
別
協
議
会

地
区
別
協
議
会

地
区
別
協
議
会

地
区
別
協
議
会

地
区
別
協
議
会

地
区
別
協
議
会

地
区
別
協
議
会

地
区
別
協
議
会

地
区
別
協
議
会

地
区
別
協
議
会

地
区
別
協
議
会

地
区
別
協
議
会

地
区
別
協
議
会

地
区
別
協
議
会

開 

催 

日 

程

開 

催 

日 

程

開 

催 

日 

程

開 

催 

日 

程

開 

催 

日 

程

開 

催 

日 

程

開 

催 

日 

程

開 

催 

日 

程

開 

催 

日 

程

開 

催 

日 

程

開 

催 

日 

程

開 

催 

日 

程

開 

催 

日 

程

開 

催 

日 

程

開 

催 

日 

程

開 

催 

日 

程

開 

催 

日 

程

開 

催 

日 

程

開 

催 

日 

程

開 

催 

日 

程

開 

催 

日 

程

開 

催 

日 

程

開 

催 

日 

程

開 

催 

日 

程

開 

催 

日 

程

開 

催 

日 

程

開 

催 

日 

程

開 

催 

日 

程

開 

催 

日 

程

開 

催 

日 

程

開 

催 

日 

程

開 

催 

日 

程

開 

催 

日 

程

開 

催 

日 

程

開 

催 

日 

程

開 

催 

日 

程

開 

催 

日 

程

開 

催 

日 

程

開 

催 

日 

程

開 

催 

日 

程

開 

催 

日 

程

開 

催 

日 

程

開 

催 

日 

程

開 

催 

日 

程

開 

催 

日 

程

開 

催 

日 

程

開 

催 

日 

程

開 

催 

日 

程

開 

催 

日 

程

開 

催 

日 

程

開 

催 

日 

程

開 

催 

日 

程

開 

催 

日 

程

開 

催 

日 

程

開 

催 

日 

程

開 

催 

日 

程

開 

催 

日 

程

開 

催 

日 

程

開 

催 

日 

程

開 

催 

日 

程

開 

催 

日 

程

開 

催 

日 

程

開 

催 

日 

程

開 

催 

日 

程

開 

催 

日 

程

開 

催 

日 

程

開 

催 

日 

程

開 

催 

日 

程

開 

催 

日 

程

開 

催 

日 

程

開 

催 

日 

程

開 

催 

日 

程

開 

催 

日 

程

開 

催 

日 

程

開 

催 

日 

程

開 

催 

日 

程

開 

催 

日 

程

開 

催 

日 

程

開 

催 

日 

程

開 

催 

日 

程

開 

催 

日 

程

2017/

11/

06
付 

西
日
本
新
聞
朝
刊

2017/

11/

06
付 

西
日
本
新
聞
朝
刊

2017/

11/

06
付 

西
日
本
新
聞
朝
刊

2017/

11/

06
付 

西
日
本
新
聞
朝
刊

2017/

11/

06
付 

西
日
本
新
聞
朝
刊

2017/

11/

06
付 

西
日
本
新
聞
朝
刊

2017/

11/

06
付 

西
日
本
新
聞
朝
刊

2017/

11/

06
付 

西
日
本
新
聞
朝
刊

2017/

11/

06
付 

西
日
本
新
聞
朝
刊

2017/

11/

06
付 

西
日
本
新
聞
朝
刊

2017/

11/

06
付 

西
日
本
新
聞
朝
刊

2017/

11/

06
付 

西
日
本
新
聞
朝
刊

2017/

11/

06
付 

西
日
本
新
聞
朝
刊

2017/

11/

06
付 

西
日
本
新
聞
朝
刊

2017/

11/

06
付 

西
日
本
新
聞
朝
刊

2017/

11/

06
付 

西
日
本
新
聞
朝
刊

2017/

11/

06
付 

西
日
本
新
聞
朝
刊

2017/

11/

06
付 

西
日
本
新
聞
朝
刊

2017/

11/

06
付 

西
日
本
新
聞
朝
刊

2017/

11/

06
付 

西
日
本
新
聞
朝
刊

2017/

11/

06
付 

西
日
本
新
聞
朝
刊

2017/

11/

06
付 

西
日
本
新
聞
朝
刊

2017/

11/

06
付 

西
日
本
新
聞
朝
刊

2017/

11/

06
付 

西
日
本
新
聞
朝
刊

2017/

11/

06
付 

西
日
本
新
聞
朝
刊

2017/

11/

06
付 

西
日
本
新
聞
朝
刊

2017/

11/

06
付 

西
日
本
新
聞
朝
刊

2017/

11/

06
付 

西
日
本
新
聞
朝
刊

2017/

11/

06
付 

西
日
本
新
聞
朝
刊

2017/

11/

06
付 

西
日
本
新
聞
朝
刊

2017/

11/

06
付 

西
日
本
新
聞
朝
刊

2017/

11/

06
付 

西
日
本
新
聞
朝
刊

2017/

11/

06
付 

西
日
本
新
聞
朝
刊

2017/

11/

06
付 

西
日
本
新
聞
朝
刊

2017/

11/

06
付 

西
日
本
新
聞
朝
刊

2017/

11/

06
付 

西
日
本
新
聞
朝
刊

2017/

11/

06
付 

西
日
本
新
聞
朝
刊

2017/

11/

06
付 

西
日
本
新
聞
朝
刊

2017/

11/

06
付 

西
日
本
新
聞
朝
刊

2017/

11/

06
付 

西
日
本
新
聞
朝
刊

2017/

11/

06
付 

西
日
本
新
聞
朝
刊

2017/

11/

06
付 

西
日
本
新
聞
朝
刊

2017/

11/

06
付 

西
日
本
新
聞
朝
刊

2017/

11/

06
付 

西
日
本
新
聞
朝
刊

2017/

11/

06
付 

西
日
本
新
聞
朝
刊

2017/

11/

06
付 

西
日
本
新
聞
朝
刊

2017/

11/

06
付 

西
日
本
新
聞
朝
刊

2017/

11/

06
付 

西
日
本
新
聞
朝
刊

2017/

11/

06
付 

西
日
本
新
聞
朝
刊

各
地
区
の
動
き

各
地
区
の
動
き

各
地
区
の
動
き

各
地
区
の
動
き

各
地
区
の
動
き

各
地
区
の
動
き

各
地
区
の
動
き

各
地
区
の
動
き

各
地
区
の
動
き

各
地
区
の
動
き

各
地
区
の
動
き

各
地
区
の
動
き

各
地
区
の
動
き

各
地
区
の
動
き

各
地
区
の
動
き

各
地
区
の
動
き

各
地
区
の
動
き

各
地
区
の
動
き

各
地
区
の
動
き

各
地
区
の
動
き

各
地
区
の
動
き

各
地
区
の
動
き

各
地
区
の
動
き

各
地
区
の
動
き

各
地
区
の
動
き

各
地
区
の
動
き

各
地
区
の
動
き

各
地
区
の
動
き

各
地
区
の
動
き

各
地
区
の
動
き

各
地
区
の
動
き

各
地
区
の
動
き

各
地
区
の
動
き

各
地
区
の
動
き

各
地
区
の
動
き

各
地
区
の
動
き

各
地
区
の
動
き

各
地
区
の
動
き

各
地
区
の
動
き

各
地
区
の
動
き

各
地
区
の
動
き

各
地
区
の
動
き

各
地
区
の
動
き

各
地
区
の
動
き

各
地
区
の
動
き

各
地
区
の
動
き

各
地
区
の
動
き

各
地
区
の
動
き

各
地
区
の
動
き

11/6西日本新聞URL

乙
石

・
中
村

・
石
詰

乙
石

・
中
村

・
石
詰

乙
石

・
中
村

・
石
詰

乙
石

・
中
村

・
石
詰

乙
石

・
中
村

・
石
詰

乙
石

・
中
村

・
石
詰

乙
石

・
中
村

・
石
詰

乙
石

・
中
村

・
石
詰

乙
石

・
中
村

・
石
詰

杷
木
志
浪

杷
木
志
浪

杷
木
志
浪

杷
木
志
浪

杷
木
志
浪

杷
木
志
浪

杷
木
志
浪

杷
木
志
浪

杷
木
志
浪

杷
木
志
浪

杷
木
志
浪

杷
木
志
浪

杷
木
志
浪

杷
木
志
浪

杷
木
志
浪

杷
木
志
浪

杷
木
志
浪

杷
木
志
浪

杷
木
志
浪

杷
木
志
浪

杷
木
志
浪

杷
木
志
浪

杷
木
志
浪

杷
木
志
浪

杷
木
志
浪

東 

峰 

村

東 

峰 

村

東 

峰 

村

東 

峰 

村

東 

峰 

村

東 

峰 

村

東 

峰 

村

東 

峰 

村

東 

峰 

村

東 

峰 

村

東 

峰 

村

東 

峰 

村

東 

峰 

村

東 

峰 

村

東 

峰 

村

東 

峰 

村

東 

峰 

村

東 

峰 

村

東 

峰 

村

東 

峰 

村

東 

峰 

村

東 

峰 

村

東 

峰 

村

東 

峰 

村

東 

峰 

村

たまる会URL

集落の復興について話し合う杷木志浪の住民たち。

2017/

11/

18
付 

西
日
本
新
聞
朝
刊

人
工
林
３
分
の
１
を
自
然
林
に
戻
す

人
工
林
３
分
の
１
を
自
然
林
に
戻
す

人
工
林
３
分
の
１
を
自
然
林
に
戻
す

人
工
林
３
分
の
１
を
自
然
林
に
戻
す

人
工
林
３
分
の
１
を
自
然
林
に
戻
す

人
工
林
３
分
の
１
を
自
然
林
に
戻
す

人
工
林
３
分
の
１
を
自
然
林
に
戻
す

人
工
林
３
分
の
１
を
自
然
林
に
戻
す

人
工
林
３
分
の
１
を
自
然
林
に
戻
す

新税検討新税検討新税検討新税検討新税検討新税検討新税検討新税検討新税検討

地
区
協
議
会
日
程

地
区
協
議
会
日
程

地
区
協
議
会
日
程

地
区
協
議
会
日
程

地
区
協
議
会
日
程

地
区
協
議
会
日
程

地
区
協
議
会
日
程

地
区
協
議
会
日
程

地
区
協
議
会
日
程

地
区
協
議
会
日
程

地
区
協
議
会
日
程

地
区
協
議
会
日
程

地
区
協
議
会
日
程

地
区
協
議
会
日
程

地
区
協
議
会
日
程

地
区
協
議
会
日
程

地
区
協
議
会
日
程

地
区
協
議
会
日
程

地
区
協
議
会
日
程

地
区
協
議
会
日
程

地
区
協
議
会
日
程

地
区
協
議
会
日
程

地
区
協
議
会
日
程

地
区
協
議
会
日
程

地
区
協
議
会
日
程

か
わ
ら
版
の
各
号

か
わ
ら
版
の
各
号

か
わ
ら
版
の
各
号

か
わ
ら
版
の
各
号

か
わ
ら
版
の
各
号

か
わ
ら
版
の
各
号

か
わ
ら
版
の
各
号

か
わ
ら
版
の
各
号

か
わ
ら
版
の
各
号

か
わ
ら
版
の
各
号

か
わ
ら
版
の
各
号

か
わ
ら
版
の
各
号

か
わ
ら
版
の
各
号

か
わ
ら
版
の
各
号

か
わ
ら
版
の
各
号

か
わ
ら
版
の
各
号

か
わ
ら
版
の
各
号

か
わ
ら
版
の
各
号

か
わ
ら
版
の
各
号

か
わ
ら
版
の
各
号

か
わ
ら
版
の
各
号

か
わ
ら
版
の
各
号

か
わ
ら
版
の
各
号

か
わ
ら
版
の
各
号

か
わ
ら
版
の
各
号

リンク先リンク先リンク先リンク先リンク先リンク先リンク先リンク先リンク先

この記事の詳細URL

松末地域コミュニティー協議会 広報サポート班 松末復興かわら版 ３号(11月) 2017(H29)年11月23日

　
九
州
豪
雨
で
大
き
な
被
害

が
出
た
朝
倉
市
と
東
峰

村

で
、
住
民
た
ち
に
よ
る
被
災

地
の

「未
来
図
」
づ
く
り
の

議
論
が
進
ん
で
い
る
。
集
落

な
ど
を
単
位
に
し
た
自
主
的

な
話
し
合
い
で
は
、
川
や
道

路
と
い
っ
た
イ
ン
フ
ラ
の
整

備
を
含
め
て
話
し
合
い
が
活

発
に
な
っ
て
い
る
。

「避
難

先
か
ら
戻
っ
て
住
む
な
ら
安

全
な
地
域
に
」

「子
や
孫
が

将
来
戻
れ
る
古
里
へ
」
。
市

と
村
は
来
年
３
月
、
復
興
計

画
を
策
定
す
る
が
、
こ
の
計

画
に
自
分
た
ち
の
意
見
を
反

映
さ
せ
た
い
と
い
う
思
い
が

住
民
を
動
か
し
て
い
る
。
た

だ
、
地
域
に
よ
っ
て
は

「集

団
移
転
」
と
い
う
選
択
肢
を

視
野
に
議
論
す
る
と
こ
ろ

も
。
豪
雨
か
ら
５
日
で
４
カ

月
。
特
に
議
論
が
進
ん
で
い

る
地
域
の
現
状
を
紹
介

す

る
。
　

　
市
側
は

「集
団
移
転
と
い

う
言
葉
が
出
た
。
進
め
る
な

ら
ば
事
業
計
画
が
必
要
。
地

域
の
意
見
を
聞
き
私
た
ち
も

勉
強
し
、煮
詰
め
て
い
く
」。

住
民
か
ら
行
政
へ
議
論
の
ボ

ー
ル
は
投
げ
ら
れ
た
。
　

■
［
日
本
大
百
科
全
書
よ
り
］

 
災
害
が
発
生
し
た
地
域
や

災
害
危
険
区
域
の
う
ち
、
住

民
の
居
住
に
適
当
で
な
い
と

認
め
ら
れ
る
区
域
内
に
あ
る

住
居
の
集
団
的
移
転
を
促
進

す
る
事
業
。
「防
集
」
と
も
。

　
防
災
の
た
め
の
集
団
移
転

促
進
事
業
に
係
る
国
の
財
政

上
の
特
別
措
置
等
に
関
す
る

法
律
」

（昭
和
47
年
法
律
第

13
2
号
）
が
根
拠
法
令
で
あ

る
。
具
体
的
に
は
、
市
町
村

が
移
転
促
進
区
域
の
設
定
、

住
宅
団
地
の
整
備
、
移
転
者

に
対
す
る
助
成
な
ど
を

決

め
、
そ
れ
に
対
し
国
土
交
通

省
が
事
業
費
の
4
分
の
3
を

補
助
す
る
仕
組
み
に
な
っ
て

い
る
。
最
低
10
戸
以
上
の
移

転
を
行
う
場
合
が
対
象
と
な

る
。
た
だ
し
新
潟
県
中

越
地
震

（20
04
）
や
東

日
本
大
震
災

（20
11
）

の
際
に
は
当
該
地
域
で

の
特
例
措
置
と
し
て
、

最
低
戸
数
を
半
分
の
5

戸
以
上

へ
と
緩
和
し

た
。
東
日
本
大
震
災
被

災
地
で
は
、
さ
ら
に
住

宅
団
地
に
関
連
す
る
公

益
的
施
設

（公
園
、
集

会
所
な
ど
）
の
用
地
取

得
造
成
費
を
補
助
対
象

に
追
加
す
る
な
ど
の
拡

充
措
置
を
行

っ
て
い

る
。
ま
た
、
自
治
体
が

負
担
す
べ
き
残
り
の
4

分
の
1
に
つ
い
て
も
、

同
被
災
地
で
は
復
興
交

付
金
や
震
災
復
興
特
別

交
付
税
の
交
付
で
ま
か
な
う

た
め
、
地
方
自
治
体
の
負
担

は
ゼ
ロ
に
な
っ
た
。
さ
ら
に

移
転
先
住
宅
団
地
で
住
宅
建

設
を
す
る
移
転
者
へ
の
利
子

補
給
の
限
度
額
を
、
40
6
万

円
か
ら
70
8
万
円
に
引
き
上

げ
る
な
ど
補
助
内
容
を
拡
充

し
て
い
る
。

■

［20
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-
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-
30
 
朝
日

新
聞
よ
り
］

　
災
害
な
ど
で
住
み
続
け
る

の
が
適
当
で
な
い
と
認
め
ら

れ
る
区
域
の
住
民
に
、
集
団

で
の
移
転
を
促
す
事
業
。
市

町
村
が
対
象
区
域
を
指

定

し
、
住
民
の
合
意
が
得
ら
れ

れ
ば
、
移
転
先
と
な
る
住
宅

団
地
造
り
な
ど
の
計
画
を
立

て
、
実
施
す
る
。
住
宅
団
地

は
移
転
対
象
に
な
る
世
帯
が

20
世
帯
を
超
え
る
場
合
は
そ

の
半
数
以
上
、
20
世
帯
以
下

は
10
世
帯
以
上
の
規
模
に
す

る
必
要
が
あ
る
。
国
が
団
地

用
地
の
取
得
費
用
な
ど
の
う

ち
75
％
を
市
町
村
に
補
助
す

る
。

防災集団移転の概念図（河川改修による移転と山崩れ危険地区による移転）
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市
で
は
年
度
末
ま
で
に
復

興
計
画
を
策
定
す
る
た
め
住

民
の
地
区
別
協
議
会
を
以
下

の
日
程
で
行
っ
て
い
ま
す
。


